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改革へ向けての決意 

  東電福島原発事故以降、国難というべき重要な局面において、「もんじゅ」の保守管理上の
不備の問題やJ-PARC事故により、原子力機構は安全を最優先とした業務運営を行っているの
かという点について社会から不信を抱かれる状況を招いたことを猛省し、以下の決意のもとに
実効性ある改革に取り組んで参ります。 

  理事長             

   自分達が自らを新しく造り直すのだという覚悟をもって、 
      自己変革の痛みを懼れず、組織の抜本改革を行います。 

   国民の付託に応え、総合的な原子力研究開発機関として 
      課題解決のための「創造知」を産みだし、社会への最大限の 
      貢献を行うことを使命として行動します。 

   安全の絶えざる向上を求める先見的試みと実直な努力の不 
      断の積み重ねを通じて、安全の「Integrity：完全性、統合性、 
      誠実さ」を強靭な忍耐力をもって自発的に追求する「安全道」 
   の実践に挑戦します。 

改革ヘ向けての決意 

1 



   原子力機構のミッションを的確に達成する「強い経営」を確立 
 

      ・トップマネジメントによるガバナンスが十分に機能する体制構築 
     ・機動的な事業運営のため、事業を大括りに集約する「事業部門制」を導入 
 

改革の理念 

   国民の信頼と安心を回復すべく安全確保・安全文化醸成に真摯に取り組む 
 

     ・安全を最優先とした経営が可能となるよう組織再編、業務見直し 
     ・原子力機構のすべての役職員が自らの問題として安全最優先の意識徹底を実施 

 

 ○ 事業の合理化を実行 
    

     ・原子力の総合的研究開発機関として、果たすべき役割を再確認し、抜本的に事業の合理化を実施 

 ○ もんじゅ改革の断行 
 

     ・安全・安定な運営管理を可能とする自立的な組織・管理体制の確立 
     

   器の改革だけでなく、人や組織文化を改革 
 

      ・上からの改革ではなく、職員一人一人の意識の部分から、自らの問題としてボトムアップ的に改革 
 

2 改革の理念 
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